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【開催趣旨】

【展覧会の構成】

20世紀初頭、美術の世界は大きく変容しました。常

識を覆す作品が次々と現れ、美術に対する見方・価値

観は大きく揺らぎます。

本章では主に20世紀前半に活躍した作家たちを紹介

します。「近代絵画の父」と呼ばれるポール・セザンヌ

は「すべての自然は球、円筒、円錐に基づいて肉付け

されている」と考え、対象を幾何学的に捉えました。そ

の手法はかの有名なパブロ・ピカソのキュビスムに継

承され、抽象美術へと行き着きます。

第１章 近代から現代へ－20世紀美術のはじまり

奈良美智《長い長い長い夜》1995年

本展覧会は、20世紀の絵画に多大な影響を与えた

ポール・セザンヌや、現代美術の父とも呼ばれるマル

セル・デュシャンら巨匠に始まり、ポップ・アートの旗手

アンディ・ウォーホル、日本を代表する現代作家である

草間彌生や森村泰昌、奈良美智まで、国立国際美術

館が収蔵する国内外の作家たちの名品約70点で今日

までの美術の動向を辿ります。「現代アートが大好き」

なあなたも「現代アートって何？」というあなたも、刺激

的で心地よい、100年の美術を巡る旅に出かけてみま

せんか。

また、戦後美術に与えたマルセル・デュシャンの影響は計り

知れません。《L.H.O.O.Q.》や《トランクのなかの箱》といった作品

は、女性/男性、本物/偽物など、既成の二項対立を軽々と覆し

ました。デュシャン以後、伝統的な西洋美術の価値観は大きく

変わったといえるでしょう。

ポール・セザンヌ《宴の準備》1890年頃

ヴァシリー・カンディンスキー《絵の中の絵》1929年
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第２章 前衛の波、イズムの連鎖－戦後美術の流れ

第二次世界大戦を境に、アートの中心はパリからニューヨークへと移ります。1950年代後半には、

廃品や星条旗など身辺の素材やモチーフを用いて、日常と芸術の融合を試みる芸術家たちが登場

し、20世紀前半のダダイスムの再来として「ネオ・ダダ」と呼ばれます。60年代に入ると、アンディ・ウ

ォーホルを筆頭に、マスメディアの普及と大量消費社会を反映した「ポップ・アート」が一世を風靡す

る一方で、ドナルド・ジャドら、作品を成立させる要素を極限まで切り詰めた「ミニマリズム」の傾向が

高まります。それは概念を重視するコンセプチュアル・アートの発生を促し、ジョセフ・コスースや河

原温らの、文字や数字、日付などの記号を用いた作品が評価されます。

ヴォルフガング・ティルマンス
《フライシュヴィマー（自由な泳ぎ手）24》

2003年

森村泰昌《肖像（ゴッホ）》1985年

第３章 理性を越えて―1980年以後、時代を写す作家たち

第４章 日本発、アートの多様性－80年代から現在まで

1970年代後半の日本の現代美術は、概念的な傾向の作

品が増えるなど、硬直化したムードに包まれていました。

それに対し、絵画や彫刻の在り方を見直し、ジャンルの枠

の中から「イメージの復権」を果たそうとする動きがおこり

ます。90年代からゼロ年代にかけては、よりプライベートな

視点から具象表現の可能性を広げるアーティストが現れ

ます。奈良美智は時代の空気をまとったポップな感覚で、

独特な風貌の少女像を描き、人気を博します。本章では、

主に80年代から2000年代、そして現在にかけて活躍する

アーティストたちによる、ヴァリエーション豊かな作品の数

々を紹介します。

写真や映像といったメディアが今日、我々にとって身近

なものとなるにつれて、より「絵画」や「写真」といった既存

の形式を横断する自由な表現が現れました。一方、こうし

たジャンルを横断する動きは、絵画や彫刻の独自性を追

求する流れにも繋がります。また、1980年以降、「大きな

物語の終焉」を迎えたといわれますが、歴史や伝統を踏

まえながらも、不特定の人物や物語、個人的な体験や感

情に訴えかける傾向が見られます。こうした新しい芸術表

現は、長い美術の伝統を乗り越えながら、現代に潜む問

題を鋭く捉える作家たちによって生み出されたといえるで

しょう。



【媒体掲載用の画像提供について】

※いかなる場合も本プレスリリースからの転用は御遠慮ください。

※都合により出品作品が異なる場合がございます。御了承ください。

※画像については提供が可能です。画像掲載の際には、当館までお問い合わせください。

※画像掲載の際には、画像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に当館まで御提出いただき、1週間程度お時

間を頂戴いたします。
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【関連イベント】

■記念講演会「現代美術をコレクションする」

日時：４月２日（土）13：30〜15：00 ［開場13：00］
講師：中井康之（国立国際美術館研究員）
会場：地階講堂
※聴講無料、要事前申込（TEL.082-221-6246）

■記念対談「縫い、拭い、描く―絵画について考える」 共催：広島県立美術館友の会

日時：４月９日（土）13：30〜15：00 ［開場13：00］
講師：伊藤存（アーティスト、本展出品者）、小西紀行（画家、本展出品者）
会場：地階講堂
※聴講無料、要事前申込（TEL.082-221-6246）

■記念講演会「作り手たちとの出会い－内藤礼、小林孝亘、須田悦弘、塩田千春」

日時：５月７日（土）13：30〜15：00 ［開場13：00］
講師：島敦彦（国立国際美術館館長）
会場：地階講堂
※聴講無料、要事前申込（TEL.082-221-6246）

■美術講座「ベッヒャーからティルマンスまで ドイツ現代写真の位相」

日時：５月22日（日）13：30〜15：00 ［開場13：00］
講師：山下寿水（当館主任学芸員）
会場：地階講堂
※聴講無料、要事前申込（TEL.082-221-6246）

■学芸員によるギャラリートーク

日時：４月15日（金）、４月29日（金）、５月13日（金）、5月27日（金）
各日：11：00～
会場：3階展示室
定員：15名 ※要入館券、要事前申込（TEL.082-221-6246）

■映画上映会

日時：４月24日（日）11:00～ 14:00～
会場：地階講堂
※上映前に解説あり※当日参加料金（映画サークル非会員）：一般1,500円 ほか割引制度あり
※詳細は広島映画サークル協議会（電話090-6846-5051）まで
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【開催概要】

メインタイトル ：国立国際美術館コレクション 現代アートの100年

会 期 ： 2022年4月2日(土) ～ 5月29日(日) 休館日：月曜日（5月2日は開館）

開館時間 : 午前9時～午後5時（金曜日は午後８時まで）

※4月2日は10：00開館 ※入場は閉館の30分前まで

料 金 ： 一般 1,400円 高･大学生1,000円 小・中学生700円

※前売り・20名以上の団体は当日料金より200円引き

※学生券を購入・入場の際は学生証の提示をお願いします。

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳及び戦傷病者手帳の所持者と介助者（１名まで）の

当日料金は半額です。手帳を提示してください。

前売券販売所 ： 広島県立美術館、セブンチケット（セブンコード：093-024）、ローソンチケット（Lコード：61416）、

チケットひあ（Pコード：685-953）、広島市・呉市内の主なプレイガイド、画廊・画材店、ゆめタウン広島、中国新聞

社読者広報部などで販売しています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開館情報に変更の生じる場合がございます。最新情報は広島県

立美術館（電話・HP・SNS）まで

開催クレジット

主催 ：広島県（広島県立美術館）、国立国際美術館、広島ホームテレビ，イズミテクノ、中国新聞社

後援 ：中国放送、広島テレビ、テレビ新広島、 広島エフエム放送、ＦＭちゅーピー76.6ＭＨz、エフエムふくやま、

尾道エフエム放送、ＦＭはつかいち76.1ＭＨz、ＦＭ東広島89.7ＭＨz

協賛 ：大田鋼管、広島県信用組合、一般財団法人ケンシン地域振興財団

問い合わせ先 ： 広島県立美術館

〒730-0014 広島市中区上幟町2-22

TEL.082-221-6246 FAX.082-223-1444

E-mail ： iroeuma2@gmail.com

担当 ： 学芸課 山下寿水

広報担当 ： 総務課 一色直香、弘津かおる

来館の皆さまへ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の対策を行っていま

す。御理解と御協力をお願いします。

■次に該当するお客様は、入館を御遠慮ください。

・発熱や、軽度であっても咳・のどの痛みなどの症状があるなど

体調の悪い方

■協力のお願い

・正しいマスクの着用、手指のアルコール消毒、咳エチケット

・会話は控えめにし、特に大声での会話は行わないでください。

・人と人との接触を避けるため、できるだけ1ｍの距離を空けてく

ださい。

・来館者が多い場合は、入場制限を行う場合がございます。

［縮景園連携］

ワンコイン縮景園 本展入館券の提示により、100円で縮景園に入園いただけます。


